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1. はじめに 

日本三大花火大会の 1 つとして全国的に有名な長

岡まつり大花火大会（以下，長岡花火）には，例年 2

日間で 100 万人以上が来場する．そのため，長岡花

火大会の日は，毎年自家用車等による大規模な交通

渋滞が 21時の花火終了前後から 24時頃にかけて発

生する．近年では，長岡花火財団のホームページで例

年の渋滞情報を公開したり，渋滞を回避する工夫を

示したパンフレット「渋滞回避の虎の巻」を作成した

りして，帰宅経路や時間を分散させるための対策を

行っている． 

長岡花火に関する既往研究の結果からは，本藤ら 1)

が迂回経路情報を提供することで交通需要が分散し

て渋滞が緩和される可能性を示しており，須賀ら 2)

は迂回経路情報の中でもインターチェンジ（以下，

IC）までの距離と経路情報の順で影響が強いことを

示している．しかしながら，これまでの研究は，条件

を提示した場合の選好を調査する SP 調査が基本と

なっており，実際に来場者たちがどのような行動を

取ったかに関するRP調査は実施していない．また，

近年は携帯アプリなどを用いて利用者の GPS 情報

を取得することも可能となってきており，その利用

可能性が期待されている．以上より，本研究では携帯

アプリ開発を通じて長岡花火の来場者たちへ RP 調

査を行い，同時に取得した GPS情報の利用可能性に

ついて検討することで，今後の渋滞対策を考える基

礎情報とすることを目的とする． 

 

2． 長岡花火交通情報アプリの概要 

2.1 アプリ概要 

まず，平成 30年度の長岡花火に合わせて、国土交

通省北陸地方整備局長岡国道事務所の依頼を受けて

開発したアプリ「長岡花火道路交通情報」について概

説する．このアプリでは，臨時駐車場の満空情報，周

辺 IC の混雑情報がリアルタイムで分かる（図-1）．

そのほか，主要経路の過去の渋滞状況も閲覧可能で

ある（図-2左）．さらに，地図上にアプリ利用者の分

布が表示されるヒートマップ機能も設けられており

（図-2右）．これらにより，ユーザーは帰宅する時間 

     

図-1 臨時駐車場の満空情報(左)と周辺ＩＣの混雑

情報(右)の例 

     

図-2 過去の渋滞情報(左)とヒートマップ(右)の例 



や使用する経路に関するヒントが得られるため，帰

宅時の交通需要の分散が期待できるとともに， GPS

データを活用した分析が可能となるものと考えられ

る．また，このアプリを通じて，長岡花火終了後にユ

ーザーを対象としたアンケート調査も実施した． 

 

3．道路交通情報アプリ利用者アンケートについて 

3.1 目的と仮説 

本アンケートではアプリ「長岡花火道路交通情報」

を利用して臨時駐車場を利用し，かつ高速道路を利

用したドライバーを対象に，渋滞情報に触れた場合

とそうでない場合にどのような経路で帰宅するかを

知ることを目的としている．アンケートからは具体

的な経路を直接知ることはできないが，アプリより

取得できる GPS 情報と組み合わせることで選択経

路が分析可能となることを期待するものである． 

 

3.2 アンケートの概要 

長岡花火大会終了後に道路交通情報アプリ内で希

望者を対象としてユーザーにアンケート調査を行っ

た．表-1にアンケート調査概要を示す．回答数は 869

であった．これに対して，本研究では長岡市外から乗

用車で来訪し，かつ高速道路を使って帰宅した人を

対象とするため，「駐車場を使用した人」，「高速道路

を利用した人」という条件でスクリーニングを実施

したところ，有効回答数は 149となった． 

 

表-1 アンケート調査概要 

調査対象者 アプリのユーザー 

調査対象日 平成 30年 8月 2日～-3日 

調査期間 調査対象日から約 2週間 

回答数 869 

有効回答数 149 

調査概要 

(1) 居住地：県外又は県内（市町村） 

(2) 移動手段：主な交通手段，利用した駐車場，

交通手段や駐車場の選択理由，来訪時・帰宅時に

利用した IC，帰宅時の ICまでの所要時間 

(3) 利用した交通情報：参考にしたサイトやナビ，

情報など 

 

3.3 対象地域 

図-3 にアプリ内に表示されている主な臨時駐車場

を示す．花火会場から遠く，鉄道アクセスも悪い駐車

場には，当日はシャトルバスが運行されている． 

 

図-3 長岡市内の主な臨時駐車場 

 

3.4 基礎集計結果 

 まず，得られた 149 の有効回答に関する基礎集計

結果について示す． 

 

1）回答者属性について 

 回答者の属性について図-4に示す．新潟県内の来訪

者に続いて，東京都から自動車で来訪した人が多い

ことがわかる． 

 

 

図-4 回答者の居住地（N=149） 
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2）回答者の行動について 

次に，回答者がどこの駐車場を利用したか，帰宅開

始時間を遅らせるために花火大会終了後に 30 分以

上の休憩を取ったかについて図-5，6に示す． 

 

 

図-5 利用した駐車場（N=149） 

 

 

図-6 帰宅開始時間を遅らせた人の割合（N=149） 

 

図-5 からは，南部工業団地（無料かつシャトルバ

スがある）が多く利用されていることや，徒歩圏の駐

車場としては，東側のさいわいプラザと西側のリリ

ックホール，長岡造形大学，県立近代美術館を利用し

た人が多いことが分かる．また，図-6 から，アプリ

を活用して帰宅時間を遅らせた人が 1/4 程度いたこ

とがわかる。 

次に，帰宅を開始した時間と，休憩を取ったかどう

かを合わせて見てみたところ，図-7 を得た．帰宅開

始時間は 22 時ごろが最も多く，次に 23時が多い．

アプリの渋滞情報を参考に渋滞回避のために休憩を

取った人の帰宅時間は遅い時間に集中するように期

待されたが，ここでは休憩を取った回答者も 22 時，

23時台に集中していたことになる。これについては，

GPSデータを基に真偽を確かめる必要性があると思

われる． 

 

図-7 帰宅開始時間と帰宅時間を遅らせた人の割合 

 

3) 徒歩圏駐車場利用者の帰宅所要時間分析 

次に，徒歩圏駐車場（リリックホール，長岡造形大

学，県立近代美術館，さいわいプラザ）利用者が高速

道路 ICに至るまでに渋滞に遭遇したかどうかと，そ

の際にどの程度の所要時間がかかったかを分析した

ところ，表-2，3を得た．ここで，回答者が回答した

駐車場から ICまでの所要時間を駐車場から IC まで

の最短経路長で除したものを「見かけのキロあたり

所要時間」と定義し，これが 10分以下の場合は渋滞

には遭遇しておらず，10分以上の場合は渋滞に遭遇

したものと仮定した．  

 

表-2 駐車場から ICまでの渋滞遭遇別車両数 

 

表-3 駐車場から ICまでの渋滞遭遇別にみた 

見かけのキロあたり所要時間の最大値・最小値 
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 これにより，リリックホール，長岡造形大学並びに

県立近代美術館（以下，地点西 3）から長岡 IC，長

岡北スマート IC へ向かっている車の中には見かけ

のキロあたり所要時間が長く，渋滞に遭遇している

様子がわかる．一方で，中之島見附 IC並びに長岡南

越路スマート IC を利用した場合は渋滞が発生して

いない．従って，新潟並びに東京方面へ行くドライバ

ーにはこれらのルートを積極的に渋滞回避経路とし

て示すことが有効となると考えられる．  

また，さいわいプラザから各 ICへの渋滞は確認で

きなかったが，長岡 ICへは渋滞非遭遇となっている

が見かけのキロあたり所要時間の最大値は 9.37 分

となっており，一部だけ渋滞に巻き込まれている可

能性が示唆されるが，最小値は 1.56分と極めて短い

ため，このルートが GPSから読み取れれば，長岡 IC

への良い迂回路を発見できる可能性もある． 

 

4. GPS情報の分析 

4.1 データの加工 

 今回プローブデータとして取得できた情報は，ア

プリ画面表示中に得られる緯度・経度に加え，データ

発生の年・月・日・時刻，ユーザーID などであり，

取得周期は 30秒であった．取得データはオープンソ

ースのオブジェクト関係データベース管理システム

である PostgreSQL で管理することにした．拡張モ

ジュールの PostGIS により GIS オブジェクト，す

なわち緯度経度による位置を持った地点や経路線，

領域などの要素を格納することができる．これによ

り地理情報システムの QGIS 上に可視化可能となる． 

 

4.2 データ分析の準備 

得られたプローブデータの一部を可視化した（図-

9）．これは，長岡造形大学駐車場を利用し，帰宅時は

西山 IC を利用した石川県に居住するサンプルのデ

ータである．自動車の軌跡の始点は長岡造形大学と

一致してはいないが，この駐車場から長岡北スマー

ト IC は利用せずに，長岡市中心部を避けるように迂

回し，最終的に西山 ICから高速道路に乗った様子が

わかる．アプリ画面を表示していなかった時間帯は

プローブデータが取得できないため，直線で結ばれ

ることになる． 

 

図-9 長岡造形大学から西山 ICへと帰る軌跡の例 

 

5. まとめと今後の予定 

本研究ではアプリ「長岡花火道路交通情報」内で実

施したアンケート回答者から臨時駐車場を利用し，

かつ帰宅時に IC を利用した 149 サンプルを抽出し

たところ，新潟県に続いて東京からの来訪者が多い

ことや，アプリの渋滞情報をみて帰宅時間を遅らせ

た人が 26％いたことが分かった．また，徒歩圏の臨

時駐車場から各 ICを利用して帰宅した人の「見かけ

のキロあたり所要時間」を算出した結果，アプリ利用

者にも帰宅時に渋滞に遭遇した場合が少なからずあ

ることが確認されたほか，迂回路の見つかる可能性

も示唆された． 

今後の予定としては，取得できたプローブデータ

の可視化作業を進め，アンケートの回答との整合性

を調査するほか，見かけのキロあたり所要時間を他

の駐車場に関しても算出し，プローブデータと合わ

せて渋滞に遭遇しない経路の分析を行う． 
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